































































表 1 報告者の地政学関連論文リスト 
(1) 「小牧実繁の著作目録と著述活動の傾向」『歴史地理学』47 巻 2 号、2005 年 3 月 
(2) 「小牧実繁の「日本地政学」とその思想的確立―個人史的側面に注目して―」『人文地理』58 巻 1 号、
2006 年 2 月 
(3) 「アジア・太平洋戦争期の戦略研究における地理学者の役割―綜合地理研究会と陸軍参謀本部―」『歴
史地理学』49 巻 5 号、2007 年 12 月 
(4) 「「満洲国」における地理学者の活動とその特徴」石川禎浩編『中国社会主義文化の研究』京都大学人
文科学研究所、2010 年 5 月（中国語版、2012 年 3 月） 
(5) 「建国大学における地理学者とその活動―宮川善造を中心に―」『史林』94 巻 5 号、2011 年 9 月 
(6) 「満鉄調査部における地理学者の思想的展開―増田忠雄の「文化圏」研究と地政学への接近に注目し
て―」『空間・社会・地理思想』16 号、2013 年 3 月 
(7) ‘Ideas and Practices of the Kyoto School of Japanese Geopolitics’, Toshiyuki Shimazu ed., 
Languages, Materiality, and the Construction of Geographical Modernities: Japanese 
Contributions to the History of Geographical Thought (10), Department of Geography, Wakayama 
University, 2014 年 3 月 
(8) 「思想戦と「日本地政学」―小牧実繁のプロパガンダ活動の展開とその社会的影響―」『人文学報』






































































































彼はいろいろな仕事をしていますが、地政学に関して有名な著作は、1 つは 1904 年に
イギリスの王立地理学協会で講演をした「歴史の地理的回転軸（The Geographical Pivot 
of History）」―訳し方はいろいろあります―の論文、というか講演録です。もう 1 つは、
第一次世界大戦後の 1919 年にあらわした『デモクラシーの理想と現実（Democratic 






















図 1 マッキンダーの地政学的世界観（1904 年） 
資料：Geoffrey Parker, Western Geopolitical Thought in the 















































ろあるのですが、最も影響力のあるのは『生活形態としての国家（Der Staat als 




あとは、1898 年か 1899 年あたりに発表した論文の中で、「ゲオポリティク
（Geopolitik）」という言葉を初めて使った、つまり、「地政学」という言葉の創始者であ
るとされています。 






























ハウスホーファーは 1924 年に『地政学雑誌（Zeitschrift für Geopolitik）』を創刊して
います。あと代表的な著作として、『太平洋地政学（Geopolitik des Pazifischen 
Ozeans）』という本が 24 年、共著の『地政学の基礎（Bausteine zur Geopolitik）』とい






























































































































しかし、その時期の日本の地理学は、講座こそ 1907 年に京都帝大に、1911 年に東京帝
















































































































表 2 ハウスホーファーの翻訳文献リスト 
(1) 阿部市五郎抄訳「地政学概念の史的発展に就いて」『地理教育』15 巻 3 号～5 号、1931 年 12 月～
1932 年 2 月  
(2) 佐藤弘・江澤譲爾訳「地政学的基底」二荒芳徳編纂代表『新独逸国家大系第 3 巻 政治篇 3 国法的
基礎・国防軍』日本評論社、1939 年 11 月 
(3) 江沢譲爾訳『太平洋の地政学―地理及歴史の交互関係についての研究―』軍令部、1940 年 7 月 
(4) 日本青年外交協会研究部（服田彰三）訳『太平洋地政治学―地理歴史相互関係の研究―（上巻）（下
巻）』日本青年外交協会出版部、1940 年 8 月・11 月 
(5) 木暮浪夫訳「地政学的・戦略的変遷より見たる英国の地形―日本との比較―」ハムブルグ世界経済
研究所編『現代英国論』刀江書院、1940 年 11 月 
(6) 訳者不明「東西新秩序の建設使命」朝日新聞 1941 年 1 月 5 日 
(7) 阿部市五郎・渡邊義晴・玉城肇訳『地政治学の基礎理論』科学主義工業社、1941 年 2 月  
(8) 石島栄・木村太郎訳編『大東亜地政治学』投資経済社出版部、1941 年 3 月 
(9) 土方定一・坂本徳松訳『地政治学入門（新世代叢書 12）』育生社、1941 年 4 月 
(10) 訳者不明「欧亜大陸の地政学的考察」『国際経済研究』3 巻 1 号、1942 年 1 月 
(11) 太平洋協会編訳（佐藤荘一郎訳）『太平洋地政学』岩波書店、1942 年 2 月 
(12) 佐々木能理男訳「日本の新生」『新文化』12 巻 4 号、1942 年 4 月 
(13) 若井林一訳『生命圏と世界観』博文館、1942 年 7 月 
(14) 小林良正訳『大陸ブロック論』太平洋協会、1942 年 8 月 
(15) 大野信三訳「民族の生活空間」『地政学』1 巻 8 号～9 号、1942 年 8～9 月 
(16) 若井林一訳『大日本（上巻）』洛陽書院、1942 年 12 月 
(17) 佐々木能理男訳『日本』第一書房、1943 年 2 月 
(18) 窪井義道訳『大陸政治と海洋政治』大鵬社、1943 年 4 月 
































依頼が舞い込みます。1938 年 11 月 1 日のことでした。 
表 3 高嶋日記に見られる綜合地理研究会に関する記述（1938 年～1939 年） 
年月日（曜日） 記述事項 
1938 年 11 月 1 日（火） 青山、京大の小牧実繁博士来訪。昼食後迄語る。真面目にて静かなる人
物。政治地理学につき依頼す。 
1938 年 11 月 17 日（木） 午前京大にて桜井、肥田両大佐を打合せ、次で宮崎、羽田、中村等諸教授を
歴訪す。…午後四時迄綜合地理研究会（小牧博士主宰）に臨席。 





1939 年 3 月 8 日（水） 〔間野少佐と共に〕午後一時より楽友会館にて綜合地理研究会に臨む、皆熱
心、考え方もわれらに近ずく、夕食を会食 
1939 年 5 月 14 日（日） 〔京都〕十時より四時半まで皇戦地誌研究会に開く 








1939 月 11 年 23 日（木） 新嘗祭…九時吉田の綜合地理研、午後九時迄勉強す。同会にも光明を認めた
り。 


































図 7 1939 年 11 月の綜合地理研究会 























表 4 は小牧の著作の年次別・種類別の分類です。41～43 年の 3 年間に集中していま
す。現物を確かめられていないものが 44 年にあるのですが、そういうのを含めれば多分
200 以上はあるのですね。 
表 4 小牧実繁の著作の年次別・種類別分類（1938 年～1945 年） 
 1938 1939 1940 1941 1942 1943 1944 1945 合計 
著書 1 0 2 0 6 1 3 1 14 
雑誌 0 0 3 10 38 27 5 5 88 
新聞 1 0 1 4 20 13 20 6 65 
その他 0 0 0 4 2 4 2 0 12 









研究会のメンバー（1941 年 11 月） 
資料：小牧実繁ほか「（座談会）大東亜に於ける白禍を暴








































図 10 『日本教育』誌に掲載された地政学的解説図 
資料：『日本教育』1 月号、1942 年、裏表紙。 
















1 人として活動していました26。図 12 は 41 年 4 月に横須賀鎮守府で撮られたものです
が、後列左端に江沢がいるんですね。矢部貞治（1902-1967）もどこかにいるはずです
が、それ以外にもけっこう著名な学者がいろいろ入っている中に江沢も入っていました。 
高木は、39 年 2 月に西田幾多郎（1870-1945）に初対面し、9 月に西田邸に海軍への協
力を依頼しに行き、田辺元（1885-1962）や高山岩男（1905-1993）らを紹介されていま







江沢は、1930 年 3 月に東京商科
































































































































































































































































































































































































































柴田 いえいえ。細かな話で申しわけないのですが、大学 2 年生か 3 年生の頃に一人旅を
していまして、松山市のとある商店街にあった古本屋にたまたま立ち寄ったんです。「何
か地理の本とかないかな？」なんてふらっと入ったら、たまたま河野収『地政学入門』と
































2 Gearóid ÓTuathail, ‘General introduction: thinking critically about geopolitics’, In 
Gearóid ÓTuathail, Simon Dalby and Paul Routledge eds., The Geopolitics Reader 




カニシヤ出版、2013 年（初版 2010 年）。 
4 近年出版された翻訳として次のものがあるが、全訳ではない。アルフレッド・セイヤ
ー・マハン著、北村謙一訳『マハン海上権力史論』原書房、2008 年（初版 1982 年）。 
5 マハン著、水交社訳『海上権力史論（上）（下）』東邦協会、1896 年。 
6 ハルフォード・ジョン・マッキンダー著、曽村保信訳『マッキンダーの地政学―デモク












原著 2 章のみの部分訳である。 
9 例えば、Frederic Sondern Jr., ‘Hitler’s scientists: 1,000 Nazi scientists, technicians 
and spies are working under Dr. Karl Haushofer for the Third Reich’, Current 
History & Forum, June 1941. 
10 「神話」化されたハウスホーファー像が英語圏に及ぼした影響については次の文献が詳
しい。Henning Heske, ‘Karl Haushofer: his role in German geopolitics and in the 
Nazi politics’, Political Geography Quarterly, Vol. 6, No. 2, 1987. 
11 ニコラス・J・スパイクマン著、奥山真司訳『平和の地政学―アメリカ世界戦略の原点
―』芙蓉書房出版、2008 年。 
12 藤澤親雄「ルドルフ・チェレーンの国家に関する学説」『国際法外交雑誌』24 巻 2 号、
1925 年。 
13 飯本信之「人種争闘の事実と地政学的考察」『地理学評論』1 巻 9 号～2 巻 1 号、1925-
1926 年。 
14 飯本信之「所謂地政学の概念」『地理学評論』4 巻 1 号、1928 年。 
15 ①飯本信之『政治地理学』改造社、1929 年。②飯本信之『政治地理学研究（上巻）』中
興館、1935 年。③飯本信之『政治地理学研究（下巻） 両米篇』中興館、1937 年。④
飯本信之『政治地理学（地理学講座 地理学本論）』地人書館 1937 年。⑤飯本信之
『南米の経済地理（ラジオ新書 70）』日本放送出版協会、1941 年。⑥飯本信之・佐藤
弘編『南洋地理大系』全 8 巻、ダイヤモンド社、1942 年。 
16 日本地政学協会については次の文献が詳しい。高木彰彦「雑誌『地政学』にみる日本の
地政学の特徴」『史淵』146 輯、2009 年。 
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17 佐々木彦一郎「ゲオポリテークとエコノミック・ヂオグラフィ」『地理学評論』3 巻 4
号、1927 年。 
18 石橋五郎「政治地理学と地政学」『地学雑誌』500 号、1930 年。 
19 ①カール・アウグスト・ウィットフォーゲル著、川西正鑑訳補『地理学批判』有恒社、
1933 年。②川西正鑑「ファッショ地理学＝地理政治学（ゲオポリティーク）批判―そ
の素貌及び方法論上の疑義―」『拓殖大学論集』3 巻 2 号、1934 年。 
20 ①小原敬士『社会地理学の基礎問題』古今書院、1936 年。②小原敬士「ドイツ政治地
理学の現代的形態―政治経済地理学史の一節―」『横浜市立横浜商業専門学校研究論
集』10 号、1935 年。 
21 防衛研究所図書館所蔵の「高嶋辰彦陸軍省佐日記」（昭和 13～16 年）。 
22 小牧実繁「地理学に志す人へ」『京都帝国大学新聞』1938 年 11 月 5 日。 
23 ①外務省条約局編（川上健三執筆）『竹島の領有』外務省条約局、1953 年。②川上健三
『竹島の歴史地理学的研究』古今書院、1966 年（復刻新装版 1996 年）。 
24 ①小牧実繁『近世探検史（ラジオ新書 22）』日本放送出版協会、1940 年 8 月。②小牧
実繁『日本地政学宣言』弘文堂書房、1940 年 10 月。③小牧実繁『東亜の地政学（東洋
文化叢書）』目黒書店、1942 年 3 月。④小牧実繁・川上喜代四『北極と南極（世界地理
政治大系）』白揚社、1942 年 3 月。⑤小牧実繁『日本地政学宣言（増補訂正版）』白揚
社、1942 年 5 月。⑥小牧実繁『日本地政学』大日本雄弁会講談社、1942 年 9 月。⑦小
牧実繁『続日本地政学宣言』白揚社、1942 年 11 月。⑧小牧実繁『地政学上より見たる
大東亜（ラジオ新書 96）』日本放送出版協会、1942 年 12 月。⑨小牧実繁編『大東亜地
政学新論』星野書店、1943 年 12 月。⑩小牧実繁編『大東亜地図大系（1）（2）（3）』
博多久吉、1944 年 6 月。⑪小牧実繁『世界新秩序建設と地政学（日本思想戦大系）』旺
文社、1944 年 7 月。⑫小牧実繁『日本地政学覚書』秋田屋、1944 年 9 月。⑬小牧実
繁・室賀信夫『大南方地政論』太平洋書館、1945 年 1 月。 
25 澤龍編『GHQ に没収された本』サワズ出版、2005 年。 
26 ①高木惣吉『太平洋戦争と陸海軍の抗争』経済往来社、1967 年。②藤岡泰周『海軍少
将高木惣吉―海軍省調査課と民間人頭脳集団―』光人社、1986 年。 
27 ①海軍省調査課「東亜共栄圏の統一性についての地政学的考察（1941 年 9 月）」土井章
監修、大久保達正ほか編『昭和社会経済史料集成第 14 巻 海軍省資料 14』大東文化大




1941 年 8 月。②江沢譲爾『地政学研究』日本評論社、1942 年 6 月。③江沢譲爾『国土
計画の基礎理論（経済全書 14）』日本評論社、1942 年 9 月。④江沢譲爾『南方地政
論』千倉書房、1943 年 2 月。⑤江沢譲爾『地政学概論（政治全書 3）』日本評論社、
1943 年 2 月。⑥江沢譲爾『国土の精神（新潮選書）』新潮社、1943 年 8 月。⑦江沢譲
爾『地理―その基本問題―（文化科学選書）』育英書院、1943 年 11 月。⑧江沢譲爾
『国防地政論（国防経済学大系）』巌松堂書店、1944 年 11 月。⑨江沢譲爾『国土と民
族』目黒書店、1945 年 5 月。 
29 川上征雄『国土計画の変遷―効率と衡平の計画思想―』鹿島出版会、2008 年。 
30 山室信一「国民帝国・日本の形成と空間知」山室信一編『岩波講座「帝国」日本の学知
第 8 巻 空間形成と世界認識』岩波書店、2006 年。 
31 竹内啓一「日本におけるゲオポリティクと地理学」『一橋論叢』72 巻 2 号、1974 年。 
32 京都探検地理学会については次の文献が詳しい。山野正彦「探検と地政学―大戦期にお
ける今西錦司と小牧実繁の志向―」『人文研究 大阪市立大学文学部紀要』51 巻 9 分
冊、1999 年。 
33 川喜田二郎「北部東亜大陸の地政学的一考察―とくに開拓の将来性について―」川喜田
二郎『川喜田二郎著作集第 2 巻 地域の生態史』中央公論社、1996 年。もとは 1943
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年に京都帝国大学文学部に提出されたものである。 
34 ①今西錦司編『ポナペ島―生態学的研究―』彰考書院、1944 年（復刻版 1975 年）。②
今西錦司編『大興安嶺探検―1942 年探検隊報告―』毎日新聞社、1952 年（復刻版
1975 年、文庫版 1991 年）。 
35 ①梅棹忠夫「探検と地政学」『季刊探検』4 号、1943 年。②川喜田二郎「歴史・地理・
探検」『京都探検地理学会年報』4 輯、1943 年。 
36 戦後の室賀の代表的な著作として次のものがある。①Nobuo Muroga and Kazutaka 
Unno, ‘The Buddhist world map in Japan and its contact with European maps’, 
Imago Mundi, Vol. 16, 1962. ②南波松太郎・室賀信夫・海野一隆編『日本の古地図』
創元社、1969 年。③海野一隆・織田武雄・室賀信夫編『日本古地図大成』講談社、










40 奥山真司『地政学―アメリカの世界戦略地図―』五月書房、2004 年。 
41 奥山真司『“悪の論理”で世界は動く！―地政学 日本属国化を狙う中国、捨てる米国
―』李白社、2010 年。 







代四）、『中南米』（柴田孝夫）という 9 冊の刊行が予定されていた。 
43 ①Selden C. Menefee, ‘Japan’s global conceit’, Asia and the Americas, June 1943. ②






戸外大論叢』28 巻 1 号、1977 年。 
 
